









































　亀崎村は 1608 年（慶長 13）の検地では 411.087 石であり、その後新田高を増やし、幕末
には本田新田高合計 781.722 石の村高になった。有脇村境の浜亥新田のほかは切添新田で
あり、集落前は埋め立てによる海岸の景観が変わることはなかった。【図 1】（6）のように東












































































　亀崎栄吉船は 1841 年（天保 12）には奥立船所属の船であった（15）。しかし、弘化期ごろ












































は 15 艘の奥立船が存在していたが、前年 6 月に作成された「東都酒問屋名前・奥建廻船
并雇船次ニ内浦建惣名前」（22）において確認できる奥立船は 11 艘であり（【表 1】）、休株の



































船石数 船名 船頭名 備考
196 倍力丸 八右衛門
172 神力丸 孫八












88 　 庄之助 嘉永 3 年破船
87 万通丸 作兵衛













63 庄兵衛 庄兵衛 嘉永元年解船
62 松右衛門 清寿丸 弘化 5 年解船





















　1838 年（天保 9）から 1871 年（明治 4）の間に起こった盗難事件は約 200 件あり、そのう
ち船に関わる事件は 31 件である。それを一覧にしたのが【表 3】である。亀崎湊は前浜、
海潮院前、北浦の 3 ヶ所に分かれる。場所の内訳は前浜沖・当村前などが 9 件、北浦 5 件、




























盗品 船主 ･ 船名 被害者名 盗難状況 船置場所 時期 史料番号
木綿・脇差 太郎右衛門 面楫神入に仕舞い置き 天保 11 年 3 月 史料 15･表 4
櫓 佐助 北浦に停泊の私所持の船 北浦 天保 12 年 7 月
身縄 波不知船 惣七 84 石入不知波船中より －（樽水村前） 天保 13 年 6 月 12 日 史料 12




－ 天保 14 年 2 月 史料 9
紙・白砂糖 波不知船 彦左衛門 北浦に船入れ、船番の者食事に出たところ盗
まれ
北浦 弘化元年 6 月 史料 10
木綿類 地先に繋ぐ 弘化 1 年 6 月 史料 4
木綿類 弘化 4 年 4 月 史料 3
白米・木綿類・麻 弘化 4 年 4 月 史料 3
木綿類 弘化 4 年 4 月 史料 3
釘・銅 久八 私手船北浦で船作事中に盗み取られ 北浦 弘化 4 年 4 月
木綿類・麻・白米 北浦 弘化 4 年 4 月 史料 3
木綿類・白米 北浦 弘化 4 年 4 月 史料 3
〆粕・木綿類 （木綿建小早） 七郎衛 江戸表登り荷物船中盗まれ 弘化 4 年 4 月 史料 7
溜・木綿類 安左衛門 私手船水主番寝込み品無きにつき 弘化 4 年 5 月 13 日 史料 17
〆粕 浜 弘化 4 年 5 月 13 日 史料 3
白米 浜 弘化 4 年 5 月 13 日 史料 3
木綿類 安弥 私手船当村前浜沖合水主番陸に支度のすきに
盗取られ
前浜沖 弘化 4 年 5 月 29 日
木綿類 彦左衛門 前浜 弘化 4 年 5 月 29 日
帆 名 古 屋 納 屋 町 ･
時田船大通丸沖
船人
辰蔵 当村沖繋ぎ置き紛失 当村沖 嘉永 5 年 11 月 史料 5
帆 瀬取船 源兵衛倅源三郎 安政元年寅 4 月 史料 13
帆 三右衛門 安政元年閏 7 月 12 日
木綿類 大通丸 安右衛門 海潮院前に懸かり居り沖合にて衣類がないこ
とに気づく
海潮院前 安政 4 年 9 月 16 日
木綿類 清正丸 富太郎 海潮院前に繋ぎ留め盗賊忍入 海潮院前 安政 4 年 11 月
木綿類・典籍 千歳丸 徳蔵 私手船水主の番の者寝込みにつき盗賊忍入 安政 5 年 1 月 16 日 史料 16･表 5
木綿類 中出来宮丸 当村前に繋ぎ居りの荷物紛失 当村前に繋ぐ 安政 5 年 1 月 史料 6
麻 （波不知船） 源兵衛 私手船当村前浜に繋ぎ置き水主番が湊に支度
に出たところ盗賊忍入
前浜沖 安政 5 年 6 月 史料 11
木綿類 為次郎 私手船当村前に繋ぎ留め水主の番寝込み盗賊
忍入
前浜沖 安政 6 年 10 月 22 日
木綿類 松右衛門 当村前沖合繋ぎ置き水主の番陸へ支度に参り
盗賊忍入
当村前沖合 文久元年 2 月
生活用品 弥四郎 村方浜辺に繋ぎ置き艫の下に入れ置き品盗み
取られ
村方浜辺 文久元年 5 月下旬 史料 14
金銭 出来宮丸 源左衛門 米代金渡し荷物受け取りにいったところ逃れ
去り
－ 明治 2 年 10 月
繰綿 穏乗丸 七太郎 船中乗組上陸、一人居残りのところ盗み取られ 明治 4 年 1 月 9 日 史料 8
「盗賊達出奔達」（徳川林政史研究所所蔵）より作成。「史料番号」は本文中の史料番号に対応。














































化 4）4 月 10 日から 5 月 13 日までの約 1 ヶ月の間の盗品である。4 月 15 日の 2 件は北浦で、











































た。「小浜漁業協同組合所蔵文書」（鳥羽市海の博物館保管）のなかに、1850 年（嘉永 3）12 月、
尾州名古屋直乗船頭辰蔵水主共 13 人乗が江戸から帰る途中、水主が病気になり、志摩国
答志郡小浜村で病死する史料が残されている（28）。時期が【史料 5】の 2 年前と近いことから、
同一人物の可能性がある。13 人乗と表記されていることから、石井謙治の研究によると、
後期弁財船の乗組人数 12 人であれば 1200 石、13 人であれば 1500 石とあるので（29）、辰蔵
船の実積石数は 1200 石から 1500 石の大型廻船であったと思われる。





















































































　【史料 8】は 1871 年（明治 4）正月の史料である。「東都酒問屋名前・奧建廻船并雇船次ニ
内浦建惣名前」によると、1864 年（元治元）の穏乗丸は酒造家・伊藤七郎衛持の奥立船であっ





























　【史料 9】は 1843 年（天保 14）の盗難届である。江戸廻船稼ぎを行っている与八は 1842
年（天保 13）の冬に江戸で上州麻 4 個を購入し、12 月中旬に江戸を出帆、翌年 2 月 8 日に
亀崎湊に帰帆し、自分持ちの物置にその麻を仕舞った。その後麻が必要なので物置に取
りに行ったところ、物置の戸口が全開になっており、麻 4 個が無くなっていたという盗






































　【史料 10】は 1844 年（弘化元）6 月付の盗難届である。美濃和紙の産地である美濃国武儀
郡上有知（美濃市）の木村屋五兵衛から、宮（熱田）白鳥の古田佐左衛門経由で、宮から亀崎











は、「一不知波壱艘七拾九石入　彦左衛門 」とあり、未年から丑年まで 7 年間の船役銀
が捺されたことを示す印がある（38）。1844 年（弘化元）から 1853 年（嘉永 6）であり、この
間の彦左衛門船の存在が明らかになる。【史料 10】の史料年代は 1844 年（弘化元）であるこ
とから、彦左衛門船は 79 石積船と推測される。


































































　【史料 13】は瀬取船の帆と身縄が盗まれた際の 1854 年（安政元）4 月付の盗難届である。
8 反帆の木綿帆であり、8 反の内両端 1 反ずつが織帆であり、残りの内側 6 反が刺帆であり、
その長さは 2 丈 2 尺（約 6m40㎝）であった。織帆は刺帆に比べて強度があり、18 世紀後
半に播磨国高砂の工楽松右衛門が考案した。織帆について大蔵永常は、『農具便利論』（1822



























　【史料 14】は 1861 年（文久元）9 月付の盗難届である。古小釜、なた、茶碗、付木、保口
を艫の下に入れ置いたとある。付木とは火付道具であり、保口は火口のことで、火付道具
で付けられた火を移しとるものである。船の持ち主の弥四郎は 5 月下旬より病気になり、
その後全快したので、9 月 10 日になたを取りに艫の下に入ったところ、錠前がこじ開け
られ、盗難が発覚した。艫の下に鍵を掛け道具を保管していたものと思われる。　










































のと思われ、10 月 4 日に江戸に入津し
た亀崎徳蔵船は 3 着であった（43）。この
船が千歳丸であるは確証はないが、【史



































黒皮銭入（当百銭 3 枚入） 1 ツ


















































　村の史料のなかで船が記されているものは非常に少ないが、1838 年（天保 9）から 1871





















































（8）岡田啓 ･ 野口道直撰『尾張名所図会』（巻 6　弘化元年刊）。








































（39）『農具便利論 ･ たはらかさね耕作絵巻（抄）』（江戸科学古典叢書 4　恒和出版　1977 年）
（40）石井謙治『和船Ⅰ』（法政大学出版局　1995 年）。
（41）注（18）参照。
（42）青木美智男「北前船と北国の文化」『報告書第二回「西廻り」航路フォーラム』1995 年　
河野村役場）。
（43）注（12）参照　史料番号 194。
（44）湯浅淑子「木綿の普及」『江戸時代館』（株式会社小学館　2002 年）
（45）注（5）参照。
（46）「口達」（秋葉山万灯献納の件）」注（6）参照。
【参考史料 2】日本福祉大学知多半島総合研究所所蔵
　（表紙）
「慶応元年丑九月出
　　志州安乗ニて亀崎直乗勢久丸豊蔵船難事之諸日記口書之写
　　　鳥山屋五左衛門　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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　…（中略）…
　　　差上申口書之事
一尾州亀崎直乗船頭豊蔵水主共拾弐人乗り、於同所本多美濃守様御米弐百俵也、三州鷲
塚村片山新五左衛門肝煎を以積受之外、船頭直組合を以、商人之酒九百三拾八駄、綛
糸弐拾固、木綿五固、蚕綿弐固、糠弐百六俵、船頭支配酒八拾八駄積合、当丑九月二
日積所出帆、同日同国師崎前江汐掛り、同三日朝、同所ヲ出帆、同日八時頃志州鳥羽
浦江入津、同五日西風ニ而同所出帆、乗下り候所、同日暮六ツ時頃、遠州舞坂沖江乗掛
り、翌六日朝同国御前崎沖江乗掛り候処、風許江南沖江流出、同七日朝地山見請候処、
元船大沖ニ地山一円相見え不申、同日夜ニ入候処、辰巳風ニ吹変、地方江向、 参り候
処、同夜八ツ時頃ゟならい風吹変、雨降出シ雷鳴大風高波厳敷帆も散々ニ被吹破難凌、
不取敢乗組手道具重目之品々刎捨凌見候へ共、何分元船揺立面梶二重垣被相破、元船
振順荷物取梶江打崩海中へ落込入、上棚さけ痛、碇壱頭海中へ落込、前後左右ゟ大波
打込海水込入、同夜七ツ時頃、猶又弥増大風高波ニ而乗組一同助命も危急ニ迫り候ニ付、
船中申談之上無詮方御太切之御米諸荷物刎捨、船足軽メ出精淦汲捨相働候処、夜も明
八日朝五ツ時頃より光来セらひ日和ニ而風波少々和キ、帆走上地方江 寄候処、同日七
ツ時南風吹変段々 寄、同日夜ニ入九ツ時頃、志州大王崎沖合江乗参り候処、北西風
ニ吹変、前後へ難乗取、平生船繋場無御座候得共、無拠船繋仕、同九日之儀同様掛り
居候処、同暮六ツ時頃少々風様も宜敷相成候ニ付、帆巻揚間切 仕、翌十日朝同国国
府村前沖走参候処、汐風悪敷汐掛り、同日七ツ時頃右場所出帆間切走仕居候処、夜ニ
入八ツ時頃、漸安乗浦口沖へ 参候処風様悪敷、浦入難相成、無余儀船繋仕、翌十一
日早天帆を上ケ候処、同方ゟ難船之躰ニ被見請候哉、村役人衆中船問屋衆中元船江御
越、難事之始末被聞糺候ニ付、前書之始末申演候処、一同口揃符合仕候ニ付、漁船数
艘御差出被下、同日八ツ時頃同浦字小泊り江申所江元船引入、直様御定法之通捨荷残
り之荷口江縄張封印被懸、元船左右江番舟等被附置、諸事御厳重之御締之上御向々江御
注進被成候処、諸御役人様御出張被為在、元船御見分之上、船手并ニ村方とも御呼出、
封荷物江心得違致置、難船抔与申立候儀ニ者無之哉、尚又村方舟手馴合不正ヶ間敷儀も
無之哉、被為入御念御尋ニ御座候得共、双方共左様之儀一切無御座候ト申立、其段口
書差上候義ニ御座候よし、右之趣船頭并ニ船問屋ゟ積所表江飛脚至来仕候ニ付、私共引請
為差配、去廿五日参着仕候処、其後御村方ゟ御向々江御届被申上候処、　本多美濃守
様御役人御参着ニ付、御応対并ニ荷操御立会与して御両所様并郷手代上野格助様大庄屋乾
伊八郎殿御出張被為遊、私共儀も鳥羽表江被出、御応対御願可申上候処、御聞届之上、
私共一同御呼寄御尋御座候者、当難船ニ付前後何等之怪敷風聞も承り不申候哉、船手
村方馴合不正ヶ間敷義見聞不致候哉、若乍存隠置後日故障ヶ間敷儀申出候而者、折角
厳重御取締り御詮方も無之、且者双方為ニも不相成段被為御念入御尋ニ候得共、私共兼
早々船頭并荷主之者呼寄始末承り候処、御厳重之御取締外怪敷風聞ほとも承り不申、
聊疑念筋無（毛）頭御座、当また大庄屋衆ゟ打荷物之儀ニ付、海岸村々地先江流寄候様、
又者漁舟被出見当拾ひ来り候ハヽ、早々届出候様村々江急御廻状御触出被成下、誠ニ今
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般荷操等迄御立会被為成候段、重々難有御儀奉存、且又残荷物者員数之儀者、別紙以
書付申上候上相違無御座候、誠ニ不慮之難事ニ付尚御厄介ニ相成候処、御正直之御取扱
ニ而少シも申分無御座候、右難事一件ニ付被成下候諸
　御役人中様者不及申、安乗浦郷中江少も後難御苦労筋相懸申間敷候、以後如何様之儀
出来仕候とも連印者共被出、急度埒明可申候、為後日証差上申口書如件
　　　慶応元丑九月　　　　　　　　　　尾州亀崎酒造大行事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤孫左衛門代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州同所同断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成田久太夫代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惣右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州前庵村大行事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部卯八郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州亀崎荷主惣代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤理三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州亀崎荷主惣代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐久間権七
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州同断同事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　俵屋市兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三州高浜酒造大行事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田嶋五兵衛代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州平坂問屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川平次郎代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州酒手嶋村荷主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥山清吉代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同州矢田荷主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油屋吉助代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半助
　　高津嘉蔵殿
　　本間順助殿
　　（後略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）は筆者による
